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研究成果の概要（和文）：ウイルスのRNAサイレンシング抑制タンパク質(RSS)との相互作用を介したウイルス防
御遺伝子に関わるカルモジュリン様タンパク質(CML)を同定するために、キュウリモザイクウイルスのRSSである
2bと親和性のあるCML探索し、CML43を含む6つのCMLが2bに結合した。CMLによるウイルス防御の分子メカニズム
解明のため、CML43と結合する内生因子のスクリーニングを行いシロイヌナズナcDNAライブラリーから2つの遺伝
子が同定された。

研究成果の概要（英文）：In order to identify calmodulin-like proteins (CML) that are involved in an 
antiviral defese via interaction with virus RNA silencing suppressors (RSS), we sought CMLs that 
have an affinity to RSS of cucumber mosaic virus, 2b. As a result, 6 CMLs including CML43 were found
 to bind to 2b. Then, we screened endogenous proteins that bind to CML43 and identified two 
proteins, which may be factors that mediate the CML associated antiviral defense.

研究分野： 植物分子ウイルス学

キーワード： カルモジュリン様タンパク質　ウイルスRNAサイレンシング抑制タンパク質　植物ウイルス　ウイルス防
御機構

  ２版

   9渡航期間： ヶ月

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
我々は以前の研究でウイルスRSSをオートファジーによる分解に導く宿主CMLを介したウイルス防御機構と、それ
が全身獲得抵抗性にも関わることを報告した。本研究で、ウイルスRSSと複数のCMLが直接結合して相互作用して
いることを明らかにし、それらのCMLの下流で働く内生宿主因子を同定することができた。これらの成果は、CML
を介したウイルス防御機構や全身獲得抵抗性の分子メカニズムの解明のためにキーとなる知見で、実際、その後
の研究で興味深い成果を上げつつある。そして、その成果は農産物生産のための病害防除に貢献することが期待
される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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